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国営滝野すずらん丘陵公園
　11月 3日（火・祝）
　 森の楽校
　　 自然散策やクラフトを通じて森の遊び方や楽しみ方を伝える
プログラムが体験できます。自然散策テーマは鳥の声を聞こ
う！クラフトは鳥の声のような音が鳴るバードコールです。

　　　●参加費　 200円／クラフト参加者のみ（入園料・駐車料
金は別途）

　　　●場　所　森の交流館
　　　●時　間　10:30～12:30
　　　●対　象　 4歳以上。（予約はクラフト参加人数）
　　　●定　員　 4組（予約受付。当日空きがあれば受付可能）
　　　 ※申し込み先：滝野管理センター（011-594-2222）、ＨＰ。
　　　 新型コロナウイルス感染対策として1組最大 5 名まで。クラ

フト開催時に飛沫感染防止対策を講じて実施いたします。
　11月 5日（木）
　森ヨガ
　　 初心者歓迎のヨガ教室で講師の方と一緒に滝野の森の中
で行います。天気が良ければ、屋外で実施いたします。

　　　●参加費　 500円／お菓子、ドリンク付き（入園料・駐車
料金は別途）

　　　●場　所　森の交流館
　　　●時　間　10:00～14:00
　　　●定　員　15名（予約受付。当日空きがあれば受付可能）
　　　  ※申し込み先：滝野管理センター（011-594-2222）、ＨＰ。
　　　新型コロナウイルス感染対策を講じて実施いたします。
　～11月10日（火）
　巨大ホオノキを探せ！
　　 園内で見つけた「ホオノキ」の葉っぱの大きさが「タテ＋ヨコ
＝60センチ以上」なら景品プレゼント！

　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●場　所　森の交流館
　　　●時　間　開園時間内（ 9 :00～17:00）
※詳細は当公園ホームページ（URL：http://www.takinopark.
com/）をご覧いただくか、滝野公園案内所（011-592-3333）ま
でお問い合わせください。

　11月16日（月）～22日（日）
　第34回寒地土木研究所Web講演会
　　 視聴のお申し込みは http://www.ceri.go.jp/
　　　  ※詳細は26ページをご覧ください。

　11月21日（土）午後
　第2回ほっかいどう学シンポジウム
　テーマ「ＧＩＧＡスクール構想とほっかいどう学」
　　　 ※詳細は「ほっかいどう学」ホームページをご覧ください。
　　　　https://hokkaidogaku.org/
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　留萌地域の活性化を話し合うセミナーを開催し
ました。深川留萌自動車の全線開通により、札幌
と留萌市は 1時間50分で結ばれます。留萌エリア
は、南北178キロに及ぶ海岸線を有し、日本海に
沈む夕日など美しい景観に恵まれるとともに、甘
エビ等の海産物をはじめ、お米に果樹、乳製品な
ど北海道らしい食材が全て揃います。留萌駅近く
の青果店の古い倉庫を改修したお店で、留萌の豊
富な山海の幸を使った美味しい料理を味わいまし
た。何より、各地域の道の駅スタッフや、若手漁
師さん、酒造会社やバス・フェリー関係者など、
多くの方々から、地域を売り出すアイデア等を聞
くことができたのが「収穫」でした。北海道の人
口は、昨年 1年間で 4万 2千人減少（日本人住民）
しました。これは、留萌 8市町村の人口総数とほ
ぼ同じです。道の駅や直売所には、留萌の特色を
活かしたユニークな商品が並べられています。セ
ミナーに集まった方々の熱意と工夫で、こうした
商品の販路が拡大し、過疎化の歯止めに結びつく
ことを期待しています。 （黒﨑）
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